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原城温泉
問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！島原半島ユネスコ世界ジオパークジオパークで
あり続けるための取り組み

　2012（平成24）年５月、普賢岳周辺域の警戒区域の再
設定に伴い、登山道が再整備されました。平成噴火が始
まった1990（平成２）年以降、人の立ち入りが制限された
普賢岳周辺は、20年以上も人の手が入らなかったため、
この登山道沿いでは、噴火から復活した雲仙岳周辺の本
来の自然が楽しめます。
　この登山道沿いにはいくつかの「風穴」があります。「西
の風穴」「北の風穴」と呼ばれるこれらの風穴群は、溶岩
が冷える際に、溶岩自体が縮んで出来た規則正しい亀裂
（柱状節理）に沿って出来たものです。春から晩秋には、
真冬の寒さで蓄積した内部の氷によって冷やされた空気
が、この風穴から吹き出してきます。この冷気を、人々
はあることに利用していました。
　明治中期から昭和初期にかけて、島原半島では養蚕が
盛んに行われていました。農家では、農作業が一段落す
る秋から冬にかけてカイコを育て、絹糸を採っていまし
た。

　しかし、農作業が終わる前にカイコの卵がかえってし
まうと、カイコの世話ができなくなります。そこで風穴
の冷気でカイコの卵を眠らせ、養蚕を始める時期を調整
していました。温暖な九州では、カイコの卵を眠らせる
のに適した風穴が少なかったせいか、雲仙岳の風穴で眠
らせたカイコの卵には、九州各地から買い手が付いたそ
うです。
　今は養蚕業も製糸業もほとんど見ることができなくな
りましたが、風穴からは、昔と変わらず、冷たい風が吹
き出し続けています。

山の上の冷気がもたらした地域の暮らし  - 普賢岳登山道① -

「登山道沿いにみられる「西の風穴」。
真夏は冷気と外気の温度差で、風穴の出口が白く煙ることがあります。

　大きな噴火災害への不安が少ない今こそ、災害時に何が
できるか、みんなで考えてみませんか？
　小さな子どもをもつママたちを中心に、災害から子ども
たちを守るにはどうすればいいのかをみんなで考えます。
　ぜひ足をお運びください。

と７月29日日  午前10時～正午
ばがまだすドーム（雲仙岳災害記念館）
　 セミナー室
※（一社）島原青年会議所との共催になります。
●当日開催の「みんなでいっしょに学BOUSAI in 島原半
島」も（午前９時30分～午後４時）ぜひご参加ください。

問一般社団法人 島原青年会議所　☎０９５７ｰ６２ｰ３６２１
　島原半島ジオパーク事務局　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
　E-mail: info@unzen-geopark.jp
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　原城温泉 真砂は、市民の皆さまからのご愛顧・ご支援をいただきな
がら、今年７月で開業20周年を迎えます。
　真砂は、有明海と平成新山を一望できる恵まれた環境にあり、主に
市民の皆さまには、入浴や食事・各種宴会で、帰省や観光、ビジネス
のお客さまには宿泊施設としてご利用していただいてまいりました。
　南有馬町に誕生し、これまでの歴史の中で町民の皆さまに愛され、
合併以降も市民の皆さまに愛されてまいりました。世界遺産登録以降
は、全国のお客さまからも入浴や食事、宴会、宿泊、買物など、あら
ゆるシーンで愛されご満足していただける施設を目指してまいります。
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　今回、開業20周年を記念して、施設の指定管理業者である「株式会社 原城振興公社」の企画により７月21日㈯に
市民の皆さまに日頃のご愛顧にお応えする記念イベントを開催します。　問原城温泉 真砂 ☎８５－３１５５

公衆浴場「南有馬町営原城温泉セン
ター」を開業、２年後の昭和42年に
「国民宿舎原城荘」を開業
施設老朽化のため見直しを検討
原城温泉真砂の建設着工

６月完成。７月１日営業開始
太陽光システムや大浴場ボイラー改修
宴会場・ロビー空調、浴場サウナ改修
客室エアコンの改修（予定）
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